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ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ

午前8時～午後8時
（土・日、祝日は除く）

熊本市コールセンター

　平成28年4月14日の前震に始まった熊本地震では、熊本城は石
垣50か所が崩落し、重要文化財建造物13棟すべてが被害を受けま
した。積み直しが必要な石垣の面積はおよそ23,000㎡で、全体の3
割におよびます。熊本城の歴史上、最も大きな自然災害となった熊
本地震ですが、熊本城が被災したのは今回が初めてのことではあり
ません。築城以来、地震や大雨洪水、台風といった自然災害や戦争
で、熊本城は何度も被災してきました。その度に修理し、熊本城を守
り伝えてきた人々の存在を忘れることはできません。
　熊本城が築城されたのは、今からおよそ400年前のことです。は
じめて大きな地震に直面したのは、城の完成から18年後の寛永2

（1625）年。加藤清正の息子、忠広が藩主だった時期です。当時、小
倉藩の細川家から熊本へ送られた使者が、小倉に戻って熊本城の
被害を報告しています。その様子は、「万覚書」（永青文庫所蔵）とい
う記録に残されています。これによると、6月17日夜に地震が発生
し、熊本城の天守や屋敷の瓦などが落ち、「煙硝倉」（火薬庫）の爆発
により周囲およそ800mの屋敷が吹き飛ぶ被害がありました。この
地震での城内の死者は、50人にのぼったといいます。
　加藤家はこの地震被害の復旧に執りかかりましたが、寛永9

（1632）年に領地を没収され出羽庄内（山形県）へ移り、代わりに小
倉から細川忠利が藩主として熊本城へ入りました。翌寛永10

（1633）年にも熊本では地震が発生し、忠利は高い石垣と櫓・天守
が密集している熊本城では「あぶなくて庭のない本丸には居られな
い」と言うほどでした。実際に、この年の5月には本丸東側の石垣が
およそ30mにわたって崩れています。その後、忠利は地震が発生し
た時に避難する「地震屋」と呼ばれる建物を計画し、寛永11

（1634）年には破損した石垣や建築物の修理を含む、熊本城の改修
に取り組みました。
　その後も熊本城は相次いで災害に見舞われます。寛永17（1640）
年には大雨で本丸東側の石垣3か所が膨らんだ状態になりました。

さらに、寛永21（1644）年の洪水では石垣や櫓・塀の数か所が崩れ
ました。
　被災のたびに、熊本藩は江戸幕府に城の修理の許可を願う書類を
提出し、許可を受けて修理しています。江戸時代に石垣修理は約20回
記録されていますが、およそ半分が災害からの復旧です。当時の人々
が熊本城を修理してきた痕跡は、いろいろな場所で見ることができま
す。例えば、櫨方三階櫓台（現加藤神社東側）は文政3年（1820）12月
に幕府へ石垣の積み直しを申請した時に作成した絵図の写が残って
おり、石垣には「文政五年六月竣功」の文字が刻まれています。
　江戸時代、加藤家と細川家によって維持されてきた熊本城は、
明治維新を迎えてどのように残されてきたのでしょうか。これから、
24回にわたって熊本城の災害と復興の歩みや、現在の復旧の様子
についてお伝えしていきます。

〈1〉江戸時代の災害と復興
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（熊本城調査研究センター　木下 泰葉）

市政だより配布センター

0120-666-659

▲櫨方三階櫓台

石垣に刻まれた文字

▲

「文政五年六月　竣功」

開始日
場　所
規　格
費　用
数　量

5月9日（火）～　午前8時45分～午後5時半（平日のみ）
交通局総務課1階営業窓口 
縮小模型（長さ123mm×高さ25mm×幅17mm）
3,000円（税込）
300個（先着順）

　市電オリジナルグッズとして鉄道コレクション「Nゲージ」熊本
市交通局5000形（復刻塗装車）Bを販売します。
　この車両は1970年代に交通局が西日本鉄道から購入した
旧西鉄福岡市内線1000形電車です。今年3月からの復活運行
に合わせ、数量限定での販売です。

受験年齢資格

募集校種・職種等

期 　 日

59歳以下（昭和33年4月2日
以降に生まれた方）
幼稚園教諭、小学校教諭、
中学校教諭、高等学校教諭、
養護教諭、栄養教諭
※詳細は募集要項で確認してください。

第一次試験　7月16日（日）
第二次試験　8月中旬

教職員課、市庁舎（1階総合案内）、区役所、まちづくりセンター、東京
事務所、時間外証明窓口（中央区役所内）、市民サービスコーナー

（くまもと森都心プラザ内）

※志願書受付　5月下旬～6月上旬
※募集要項は5月中旬ごろ配布予定。市ホームページからもダウンロード可。

熊本市交通局5000形
（復刻塗装車）を販売

　詳しくは、交通局総務課（☎096-361-5233）へ。 　詳しくは、教職員課（☎096-328-2720）へ。

※交通局では別売りの動力ユニットの販売は行っていません。

鉄道コレクション「Nゲージ」 平成30年度

試　験
説明会

日　時　5月13日（土）
　　　　午後2時～3時半（受付開始 午後1時半～）
場　所　市役所別館自転車駐車場8階会議室 ※事前申込み不要

募集要項配布場所

熊本市立学校教員
採用選考試験

桜の季節も終わり、ふと、気付くと周りの景色が緑
色。新緑が眩しい季節です♪新芽がつぎつぎと出
てくるように、熊本地震で傷ついた熊本も、元気に
なっていってくれたらいいな、と感じているこの頃
です。忘れたころに余震もあります。皆さん、いざと
いう時のために、日ごろの備えを大切に!!     （E.K）

　新年度が始まりました。本市も新年度予算編成が決定し、ますますの復旧・復興に向けて
市民の皆さんが生き生きと生活できるように取り組んでいきます。

市民病院

桜町・花畑地区 熊本城
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※画像はイメージ図です。

㈱大林組技術提案書より
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2～ 3

熊本地震関連のお知らせ
結婚子育て応援サイト
くらしの情報
受講生募集
イベント・施設の催し
区のページ（中央・東・西・南・北）

平成29年度当初予算
4

5

7 ～ 15

16～ 18

19～ 21

22～ 26

平成29年3月1日現在　（　）内は前月比市の人口 739,471（－142） 348,312（－35）総　数 男　性 391,159（－107）女　性 317,644（＋24）世帯数

公式facebook http://www.facebook.com/KumamotoCityホームページ http://www.city.kumamoto.jp/〒860-8601は市役所専用番号です。住所の記載なしで郵便物が届きます。

発行／熊本市広報課 〒860-8601 熊本市中央区手取本町1番1号　☎096-328-2111（代表）（広報課 ☎096-328-2043  ファクス 096-324-1713  E-mail kouhou@city.kumamoto.lg.jp）




